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　11月20日(木)、杉野会頭が令和８年度七尾市当初
予算要望書を、茶谷七尾市長・佐藤七尾市議会議長に
提出しました。
　杉野会頭は、震災後から２年近くが経過している今
も、人口減少・人手不足・インフラ整備の復旧など課
題が山積している中でも、地域経済を支える一つひと
つの事業者が再び力強く立ち上がることが、雇用の場
を守り、市民生活を再建し、地域の活気を取り戻すこ
とが唯一の道であると述べ、主に３つに対して七尾市
に要望をしました。
　１．事業者の経営力向上
　２．和倉温泉創造的復興に向けたソフト事業
　３．能登地域経済復興に向けた事業支援

　茶谷七尾市長からは、「商工会議所と対話を続け、
事業所の細部の声を聞きながら、どういう支援がいい
かを相談して対応していきたい」と返答がありました。

令和８年度七尾市当初予算要望書を提出

永年勤続優良従業員表彰
30年以上表彰者（14名）

スワン商事株式会社七尾工場
　廣澤　二美
株式会社akatome
　木戸　裕子
株式会社佐々波鰤網
　高橋　光司
丸一運輸株式会社
　竹原　勉
のと共栄信用金庫
　木田　正人　谷口　弘政
株式会社清水電機商会
　浦　　剛　　佐々木　充
株式会社スギヨ
　萩原　裕己　長坂　加代子
　中村　孝志　平山　直美
　北　　智仁　富山　一樹

永年勤続優良従業員表彰
25年以上表彰者（24名）

有限会社竹一
　角間　裕美
ナナオメンテナンス株式会社
　小幡　信吾　橋屋　正実
株式会社能登半島
　石川　一美
瀧の川運輸株式会社
　受川　俊和　滝下　秀之
株式会社佐々波鰤網
　多幡　和雄
株式会社スギヨ
　鷹合　仁美　　竹本　和成
　森田　紘平　　渡邉　幸恵
　山口　千恵子　森下　喜博
　最部　金娥　　谷口　啓恵
　小島　芳昭　　北川　めぐみ

　白須　道広
株式会社加賀屋
　野﨑　泰弘　　坂井　豊明
　菊地　宏史　　天野　博康
　中塚　和佳子　福住　克彦

永年勤続優良従業員表彰
20年以上表彰者（38名）

有限会社七尾自動車教習所
　西村　晃一　泊谷　忠彦
株式会社丸一観光
　黒崎　正春　北地　等
能登製菓株式会社
　宝池　良子
株式会社大蔵
　宮本　助登
石川交通株式会社 七尾営業所
　達　比佐志
アクサ生命保険株式会社 金沢営業所 七尾分室
　山田　清美
丸一運輸株式会社
　今井　徳宏　宮田　正明
　木下　智幸
のと共栄信用金庫
　橋中　俊輔　角田　達郎
　中村　泰恵　髙木　純子
　山下　佐智子
株式会社環境日本海サービス公社
　八島　浩二　伊藤　好彦
　吉田　大輔　寅松　和也
株式会社スギヨ
　石垣　大輔　川島　謙造
　岩田　和則　曽根　幸乃
　山田　政憲　中村　公平
　福田　直亮　宮本　千穂美
　北野　正翔　山本　雄治
　鈴木　希　　笠谷　恵
　杉木　マグダレーナバリタ

　谷口　香織　柴垣　幸一
　岩見　昌鷹　毛利　卓嗣
　水道　実

永年勤続優良従業員表彰
15年以上表彰者（30名）

有限会社竹一
　藤波　美江
株式会社丸一観光
　山本　學　　山岸　豊広
　高橋　英憲　松浦　正男
健康屋株式会社
　林　博美
カワラ金属株式会社
　藤林　一幸　辻　利伸
能登環境株式会社
　堂下　祐健
株式会社大蔵
　澤田　信二　日光　𥙿美
株式会社エフラボ
　西野　雅行　石山　厚志
石川交通株式会社 七尾営業所
　笹田　勝　　北口　勝浩
丸一運輸株式会社
　中田　匠　　松岡　高幸
　堂垣　善則
株式会社環境日本海サービス公社
　出島　佑太　上岸　利江
　浦部　竜　　江下　慎也
住友生命保険相互会社新七尾支部
　稲葉　祐子
株式会社スギヨ
　沼間　健一郎　浦邉　泰成
　長峯　直人　　南出　直毅
　竹本　里美　　田内　佑茉
　永森　晴美

　11月25日(火)、当所にて永年勤続優良従業員表彰
式を開催し、24事業所から推薦された106名の表彰
を行いました。
　同事業は、会員企業・団体で業績向上に貢献した従
業員の労に報いるとともに、一層の士気向上と組織活
性化を図る目的で行われています。
　始めに、杉野会頭が式辞を述べ、長年にわたる弛ま
ぬ研鑽、そして、社業発展への大いなる貢献に敬意を
表し「我が国経済は物価高騰や人手不足で先行き不透
明な上、能登地域は昨年来の災害からの復興が未だ道
半ばであり、活力回復が喫緊の課題であります。この
難局を乗り越えるため、当会議所は、『地域経済のエ
ンジン、和倉温泉の再生』『なりわいの再建と、未来
へつなぐ産業基盤の強化』そして『ALL能登で実現す
る、選ばれ続ける地域づくり』の３つの柱を掲げ、全

力で取り組みます。また、羽咋以北の商工会や行政な
どとも連携を進めています。受賞者の皆様には、本日
の栄誉を契機として、豊富なご経験と技能を活かし、
地域経済の力強い牽引役として一層ご活躍されますこ
とを心より期待申し上げます」と述べました。
　日本商工会議所会頭からの感謝状伝達が行われ、役
員・議員30年表彰として監事の所司久雄氏、常議員
の間蔵信行氏、上村実氏が表彰されました。また、全
国商工会議所女性会連合会会長感謝状として、沢野千
穂子氏が表彰されました 。
　引き続き、永年勤続優良従業員の表彰式が行われ、
勤続30年以上、25年以上、20年以上、15年以上の
受賞者106名に賞状と記念品が授与されました。
　来賓として、馳浩石川県知事（代理：坂野信吾商工
労働部次長）、茶谷義隆七尾市長（代理：星野弘幸副
市長）、和田内幸三石川県議会議員、清水真一路石川
県議会議員から祝辞をいただき、近藤和也衆議院議員
（代理：近藤弥子秘書）、佐藤喜典七尾市議会議長、
西田昭二衆議院議員（代理：谷内彪流秘書）にご臨席
をいただきました。
　その後、受賞者を代表して株式会社スギヨの北智仁
さんが「今後もより一層の責任感と専念をもって、組
織の発展に貢献していきます」と謝辞を述べ、式典を
締めくくりました。
　受賞された方の一覧は右記のとおりです。

令和７年度永年勤続優良従業員表彰式開催
優良従業員106名を表彰 ～永年の貢献たたえる～

令和７年度永年勤続優良従業員表彰式　受賞者一覧

表彰規則第２条２項
（役員・議員30年表彰）

　長岩　廣明（監　事）
　所司　久雄（監　事）
　間蔵　信行（常議員）
　佐味　貫義（常議員）
　多田　計介（常議員）
　上村　　実（常議員）

表彰規則第２条１項
（役員・議員退任表彰）

　井田　松円（前議員）

表彰規則第３条
（職員表彰30年表彰）

　大岡　敦至

全国商工会議所女性会
連合会会長感謝状伝達

表彰規則第２条
（特別功労者表彰）

　沢野　千穂子（女性会直前会長）

日本商工会議所会頭感謝状伝達

謝辞を述べる㈱スギヨ 北 智仁氏全国商工会議所女性会連合会会長感謝状
沢野千穂子氏

役員・議員30年表彰
上村実氏  間蔵信行氏  所司久雄氏

式辞を述べる杉野会頭

茶谷七尾市長へ要望書を手渡す杉野会頭
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七尾商工会議所『景況・業況動向調査結果報告』
（2025年第２四半期：７月～９月）

当所では、市内150事業所から回答を得て景況調査を実施しました。概要は次のとおりです。

◆景況感の動向
　７～９月期の地域景況は、前期から概ね横ばいで推移しました。調査
では「不変」との回答が最も多く、復興需要の落ち着きと物価高の一服
が並行して進んだ様子が見て取れます。
　一方、仕入原価の上昇幅は縮小しつつあるものの、販売単価は下落傾
向にあり、利益確保には引き続き工夫が必要です。資金繰りはわずかに
改善しましたが、需要は力強さを欠き、特に個人消費分野で慎重さが
戻っています。地震・豪雨からの復旧が進む業種もある一方、地域の人
口減や人手不足が、今期も経営課題として大きく影響しました。

◆業種別の特徴
製　造　業：受注の回復と単価上昇が進み、景況感は改善。仕入コスト
　　　　　　は高止まりながら、価格転嫁が進んだことで採算性も安定。
建　設　業：復興需要の反動から受注が落ち着き、来期見通しは慎重。
　　　　　　材料費は下がりつつあるものの、単価の下落や人材不足が
　　　　　　重荷となっている。
小　売　業：個人消費の節約志向が強く、売上・単価ともに厳しい結果
　　　　　　になった。仕入価格は安定しつつあるものの、販売単価の
　　　　　　下落が採算を圧迫している。
卸　売　業：売上や採算は一部で改善したものの、景況感は大きく低下。
　　　　　　少数回答による影響もあり、需要の先行きに不透明感が残る。
サービス業：観光・飲食を中心に回復が続き、売上・単価とも上昇傾向。
　　　　　　ただし、人件費上昇の影響で利益率は伸び悩んだ。

◆経営課題
　今期、企業が直面している課題として最も多くあがったのは、仕入単
価の上昇（23％）と経費の増加（20％）です。物価上昇が一定落ち着
きつつあるものの、燃料・資材・物流費、人件費など幅広いコストが経
営を圧迫しています。さらに、従業員の確保難（19％）や後継者不在
（11％）など人材面の課題も依然として深刻で、地域の人口減少の影
響を強く受けています。
　また、小売業を中心に「販売単価の低下」がみられるなど、値下げ圧
力により利益確保が難しい状況も浮き彫りになりました。地震・豪雨被
害からの復旧途上にある企業では、事務負担や設備対応の増加も経営の
重荷となっています。

◆今後のポイント
　地域経済の回復に向けて、今期の結果から特に次の３点が重要と考え
られます。

①コスト管理と付加価値の向上
仕入れや経費の上昇が続く中で、効率化や共同仕入、設備改善などの原
価対策が不可欠です。販売単価が上がりにくい環境だからこそ、付加価
値型の商品・サービス提供が利益確保の鍵になります。

②人材確保・人材活用の多様化
人手不足は構造的課題となっています。高齢者・女性・副業人材の活用
や、業務効率化ツール（AI・IT）の導入による省力化が、事業継続の大
きな支えになります。特に小規模企業では、採用より「離職防止」や
「育成」の強化も効果的です。

③地域需要の再構築と復旧・観光の後押し
建設・製造業は復興関連で一定の需要がありますが、小売・サービスは
なお弱い状態です。地元消費促進、観光回復、イベント開催など、地域
全体で需要を生み出す取り組みが、経済の底上げに欠かせません。ま
た、企業自身もネット販売や新規販路開拓など、市場の多角化が有効です。

景況・業況動向調査▶
結果報告レポート

DI（ディフュージョン・インデックスとは『増加・上昇・好転』の割合
（％）から『減少・低下・悪化』の割合（％）を差し引いた指数です。
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景況・業況動向調
査にご協力いただ
き、ありがとうご
ざいました。

実 施 期 間：令和７年10月14日～
　　　　　　10月31日
有効回答数：150件（オンライン68件、
　　　　　　書面82件）
回 答 形 式：選択回答（複数回答可）
　　　　　　および自由回答

　11月12日(水)、七尾商工会議所
に能登地域の商工会議所・商工会が
一堂に会し、能登半島地震からの経
済復興に向けた意見交換会が開催さ
れました。
　会議では、輪島、珠洲、七尾、羽
咋、志賀など、能登全域の商工団体
から復興の進捗状況が報告されまし

た。事業再開率は徐々に向上しているものの、多くの
地域で深刻な人手不足と建設費の高騰、人口減少と後
継者不足、インフラ復旧の遅れなどの課題が浮き彫り
となりました。
　このような状況を打開するため、七尾商工会議所か
ら、個々の力だけでは限界があり、能登全体を俯瞰
し、共に発展していくための組織が必要で、市町の枠
を越えた連携組織「能登経済復興広域連携協議会（仮
称）」の設立が提案されました。
　最後に、杉野会頭から「誰かに言われてやるのでは

ない。被災した私たち自身が主体となり、仕事と未来
を創り出していく。この会をその力強い第一歩とした
い」と決意を述べ、能登の経済界が一丸となって復興
へ邁進することを発言し閉会しました。

能登地域経済団体意見交換会を開催

　11月14日(金)、当所にて第５回総務委員会を開催
し、来年１月に予定している「新年互礼会（仮称）」
について協議しました。互礼会は、会頭の所信表明を
会員へ伝える重要な場であり、４月に開催した「復幸
の集い」で共有された思いを、次につなげる場として
位置づけています。開催日は１月15日(木)、会場は
日本の宿 のと楽（アプローズ）で実施する方向で決定
しました。
　当日は、会頭・副会頭と参加者が交流できる時間を

設け、七尾の復興や地域経済の未来を共に語り合う内
容を検討しています。
　周知については、会議所だよりの折り込みチラシ、
公式LINE、ホームページなど複数の方法で案内を行
い、より多くの会員の皆さまに参加いただけるよう準
備を進めていきます。次回委員会では、プログラムの
詳細について協議を続ける予定です。ぜひ、多くの会
員の皆さまのご参加をお待ちしております。

第５回総務委員会を開催！
～新年互礼会に向けた準備が本格スタート～

　11月28日(金)、当所にて「小規
模事業者持続化補助金セミナー」
を開催いたしました。講師には石
川県よろず支援拠点の中嶋克也氏
をお迎えし、「創業型」と「災害
支援枠」の違いや補助金の活用のポ
イントを、個別相談に近い形で丁
寧に解説していただきました。

　中嶋氏は参加者の現状や事業プランを細かくヒアリ
ングしながら進め、参加者からは「じっくり話を聞い
てもらえて、参加して本当に良かった」との声が寄せ
られるなど、非常に有意義な時間となりました。
　七尾商工会議所では、今後も創業を目指す方や事業
再建に取り組む皆様をしっかりと支援し、役立つ情報
提供や相談機会を継続してまいります。

小規模事業者持続化補助金に関するセミナーを開催！
～創業型と災害支援枠のポイントをわかりやすく解説～

ななお経営支援センター（N-As）
ななお創業応援カルテット

石川県よろず支援拠点能登サテライト

七尾（N）の明日（As）の経営／経営のなやみ、なんでも、お手伝い

挨拶をする杉野会頭

講師：中嶋克也 氏

セミナーの様子

一堂に会する能登の経済界
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七尾商工会議所『景況・業況動向調査結果報告』
（2025年第２四半期：７月～９月）

当所では、市内150事業所から回答を得て景況調査を実施しました。概要は次のとおりです。

◆景況感の動向
　７～９月期の地域景況は、前期から概ね横ばいで推移しました。調査
では「不変」との回答が最も多く、復興需要の落ち着きと物価高の一服
が並行して進んだ様子が見て取れます。
　一方、仕入原価の上昇幅は縮小しつつあるものの、販売単価は下落傾
向にあり、利益確保には引き続き工夫が必要です。資金繰りはわずかに
改善しましたが、需要は力強さを欠き、特に個人消費分野で慎重さが
戻っています。地震・豪雨からの復旧が進む業種もある一方、地域の人
口減や人手不足が、今期も経営課題として大きく影響しました。

◆業種別の特徴
製　造　業：受注の回復と単価上昇が進み、景況感は改善。仕入コスト
　　　　　　は高止まりながら、価格転嫁が進んだことで採算性も安定。
建　設　業：復興需要の反動から受注が落ち着き、来期見通しは慎重。
　　　　　　材料費は下がりつつあるものの、単価の下落や人材不足が
　　　　　　重荷となっている。
小　売　業：個人消費の節約志向が強く、売上・単価ともに厳しい結果
　　　　　　になった。仕入価格は安定しつつあるものの、販売単価の
　　　　　　下落が採算を圧迫している。
卸　売　業：売上や採算は一部で改善したものの、景況感は大きく低下。
　　　　　　少数回答による影響もあり、需要の先行きに不透明感が残る。
サービス業：観光・飲食を中心に回復が続き、売上・単価とも上昇傾向。
　　　　　　ただし、人件費上昇の影響で利益率は伸び悩んだ。

◆経営課題
　今期、企業が直面している課題として最も多くあがったのは、仕入単
価の上昇（23％）と経費の増加（20％）です。物価上昇が一定落ち着
きつつあるものの、燃料・資材・物流費、人件費など幅広いコストが経
営を圧迫しています。さらに、従業員の確保難（19％）や後継者不在
（11％）など人材面の課題も依然として深刻で、地域の人口減少の影
響を強く受けています。
　また、小売業を中心に「販売単価の低下」がみられるなど、値下げ圧
力により利益確保が難しい状況も浮き彫りになりました。地震・豪雨被
害からの復旧途上にある企業では、事務負担や設備対応の増加も経営の
重荷となっています。

◆今後のポイント
　地域経済の回復に向けて、今期の結果から特に次の３点が重要と考え
られます。

①コスト管理と付加価値の向上
仕入れや経費の上昇が続く中で、効率化や共同仕入、設備改善などの原
価対策が不可欠です。販売単価が上がりにくい環境だからこそ、付加価
値型の商品・サービス提供が利益確保の鍵になります。

②人材確保・人材活用の多様化
人手不足は構造的課題となっています。高齢者・女性・副業人材の活用
や、業務効率化ツール（AI・IT）の導入による省力化が、事業継続の大
きな支えになります。特に小規模企業では、採用より「離職防止」や
「育成」の強化も効果的です。

③地域需要の再構築と復旧・観光の後押し
建設・製造業は復興関連で一定の需要がありますが、小売・サービスは
なお弱い状態です。地元消費促進、観光回復、イベント開催など、地域
全体で需要を生み出す取り組みが、経済の底上げに欠かせません。ま
た、企業自身もネット販売や新規販路開拓など、市場の多角化が有効です。

景況・業況動向調査▶
結果報告レポート

DI（ディフュージョン・インデックスとは『増加・上昇・好転』の割合
（％）から『減少・低下・悪化』の割合（％）を差し引いた指数です。
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景況・業況動向調
査にご協力いただ
き、ありがとうご
ざいました。

実 施 期 間：令和７年10月14日～
　　　　　　10月31日
有効回答数：150件（オンライン68件、
　　　　　　書面82件）
回 答 形 式：選択回答（複数回答可）
　　　　　　および自由回答

　11月12日(水)、七尾商工会議所
に能登地域の商工会議所・商工会が
一堂に会し、能登半島地震からの経
済復興に向けた意見交換会が開催さ
れました。
　会議では、輪島、珠洲、七尾、羽
咋、志賀など、能登全域の商工団体
から復興の進捗状況が報告されまし

た。事業再開率は徐々に向上しているものの、多くの
地域で深刻な人手不足と建設費の高騰、人口減少と後
継者不足、インフラ復旧の遅れなどの課題が浮き彫り
となりました。
　このような状況を打開するため、七尾商工会議所か
ら、個々の力だけでは限界があり、能登全体を俯瞰
し、共に発展していくための組織が必要で、市町の枠
を越えた連携組織「能登経済復興広域連携協議会（仮
称）」の設立が提案されました。
　最後に、杉野会頭から「誰かに言われてやるのでは

ない。被災した私たち自身が主体となり、仕事と未来
を創り出していく。この会をその力強い第一歩とした
い」と決意を述べ、能登の経済界が一丸となって復興
へ邁進することを発言し閉会しました。

能登地域経済団体意見交換会を開催

　11月14日(金)、当所にて第５回総務委員会を開催
し、来年１月に予定している「新年互礼会（仮称）」
について協議しました。互礼会は、会頭の所信表明を
会員へ伝える重要な場であり、４月に開催した「復幸
の集い」で共有された思いを、次につなげる場として
位置づけています。開催日は１月15日(木)、会場は
日本の宿 のと楽（アプローズ）で実施する方向で決定
しました。
　当日は、会頭・副会頭と参加者が交流できる時間を

設け、七尾の復興や地域経済の未来を共に語り合う内
容を検討しています。
　周知については、会議所だよりの折り込みチラシ、
公式LINE、ホームページなど複数の方法で案内を行
い、より多くの会員の皆さまに参加いただけるよう準
備を進めていきます。次回委員会では、プログラムの
詳細について協議を続ける予定です。ぜひ、多くの会
員の皆さまのご参加をお待ちしております。

第５回総務委員会を開催！
～新年互礼会に向けた準備が本格スタート～

　11月28日(金)、当所にて「小規
模事業者持続化補助金セミナー」
を開催いたしました。講師には石
川県よろず支援拠点の中嶋克也氏
をお迎えし、「創業型」と「災害
支援枠」の違いや補助金の活用のポ
イントを、個別相談に近い形で丁
寧に解説していただきました。

　中嶋氏は参加者の現状や事業プランを細かくヒアリ
ングしながら進め、参加者からは「じっくり話を聞い
てもらえて、参加して本当に良かった」との声が寄せ
られるなど、非常に有意義な時間となりました。
　七尾商工会議所では、今後も創業を目指す方や事業
再建に取り組む皆様をしっかりと支援し、役立つ情報
提供や相談機会を継続してまいります。

小規模事業者持続化補助金に関するセミナーを開催！
～創業型と災害支援枠のポイントをわかりやすく解説～

ななお経営支援センター（N-As）
ななお創業応援カルテット

石川県よろず支援拠点能登サテライト

七尾（N）の明日（As）の経営／経営のなやみ、なんでも、お手伝い

挨拶をする杉野会頭

講師：中嶋克也 氏

セミナーの様子

一堂に会する能登の経済界
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　11月24日(月)、当所青年部（会長:松原圭一郎）は
11月定例会（提言委員会担当）として、日本商工会
議所青年部主催の「復興の風会議 ～復興から学ぶ官
民連携で実現する地域の永続～」に参加しました。
　冒頭、日本商工会議所青年部の小野知一郎会長は、
震災以降の支援に感謝を述べるとともに、「日本の精
神性の『根』はここ能登にある。行政と深く関わり、
視野を広げることこそが地域リーダーの役割だ」と、
全国各地から集まった青年部メンバーへ挨拶しまし
た。続いて当所青年部松原会長は、「今日は『その場
にいるすべての人が心を一つにして場を作り上げる』
という『一座建立（いちざこんりゅう）』の精神で、
実りある時間にしましょう」と呼びかけました。

　第１部では、馳浩石川県知事を講師に迎え、「創造
的復興」をテーマにご講演いただきました。「能登が示
すふるさとの未来」として、関係人口の拡大や祭りの
復活、トキの放鳥、和倉温泉の再生など、単なる復旧に
とどまらない具体的なビジョンについて語られました。
　第２部では、浅野石川県副知事より、災害対応やま
ちづくりにおいて「官民が言葉の定義をすり合わせ、
同じ認識を持つこと」の重要性が説かれました。その
後、県や市の職員を交えたグループディスカッション
を実施し、地域課題の解決や新たな連携のあり方につ
いて意見交換が行われました。
　復興元年となる今年、全国の同志や行政と連携し、
能登の未来を共に考える実り多き定例会となりました。

11月定例会 日本商工会議所青年部「復興の風会議」に参加
　11月21日(金)、ウレシャス小松/こまつ北電ホール
にて「石川県商工会議所女性会連合会第25回会員大
会」が開催され、七尾商工会議所から木下美也子会長
をはじめとする会員13名が参加しました。
　今年度の講演会では、JAXA職員の杉森大造氏を講
師にお迎えし、「H３ロケット発射 成功までの道の
り」をテーマにご講演いただきました。ロケット開発
における挑戦と試行錯誤、そして成功へ至るプロセス
を映像と共に語っていただき、参加者一同大きな学び
と感動を得る時間となりました。
　講演後は、県内の各商工会議所の皆様と昼食を共に
し、情報交換や交流を深めました。日頃の取り組みや
地域の課題について意見を交わす、有意義なひととき

となりました。
　その後、こまつ北電ホール内をはじめ、こまつの杜
や小松駅構内を視察し、地域資源や施設の活用につい
て理解を深めました。今回の視察を通じて、今後の活
動に活かせる多くの気づきを得ることができました。

「石川県商工会議所女性会連合会第25回会員大会」を開催

　10月28日から29日にかけて、石川県商工会議所女
性会連合会による加賀地区視察研修会が開催されまし
た。県内各女性会から事務局を含め総勢75名が参加
し、当女性会からは会員８名が参加いたしました。
　初日は加賀温泉郷「瑠璃光」にて宿泊し、盛大な懇
親会が行われました。各女性会の会員同士が交流を深
め、親睦を図る有意義な時間となりました。
　２日目は山中温泉の「ゆげ街道」を散策した後、丸
八製茶所を訪問し、茶葉の製造工程を見学しました。

製茶場では代表取締役自ら会社の成り立ちや加賀棒茶
の歴史についてご説明いただき、さらに今年から工場
で販売を開始した「棒茶ソフトクリーム」開発の経緯
について担当者から紹介を受けました。
　その後も加賀地区各所を巡り、震災後に県内女性会
同士の交流の機会が減少している中で、今回の視察研
修は改めて能登地域の復興の現状を知るとともに、県
内女性会活動のさらなる活性化につながる良い機会と
なりました。

石川県商工会議所女性会連合会 加賀地区視察研修会

　10月30日(木)、七尾商工会議所女性会・香りの記
念日実行委員会は、七尾市が制定した「香りの記念
日」に合わせ、当所にて香りの記念日イベント「香り
のブーケ教室」を開催しました。今年は、能登半島地
震からの復興を願う特別企画として、香りを通じた癒
しと希望のメッセージを込めた催しとなりました。
　当日は、ユーカリやバラ、カスミソウなど香り豊か
な花材を用いて、参加者が思い思いのブーケづくりに
挑戦。講師を務めた女性会会員のフローリストが、花
の組み合わせや香りの調和について丁寧に指導し、会
場は華やかな香りと笑顔に包まれました。参加者から
は「香りに癒されながら、心を込めて作品を仕上げる
ことができた」との声が寄せられました。
　ブーケ教室の後には、会議所玄関前にて、地震で被

災し現在休業中の和倉温泉の老舗旅館「加賀屋」より
提供された結婚式用キャンドル約200本を並べ、復興
への祈りを込めて点灯式を行いました。キャンドルの
柔らかな光が夜の空間を幻想的に照らし出し、参加者
一人ひとりが静かに手を合わせる姿が印象的でした。
　「香りの記念日」は、平成５年に七尾市が制定した
記念日であり、香りの持つ癒しや記憶の力を生活に取
り入れることを目的としています。今後も、七尾商工
会議所女性会では、香りをテーマにしたイベントや
ワークショップを通じて、地域の文化力発信と心の復
興を支える活動を続けてまいります。

「香りの記念日　香りのブーケ教室」
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挨拶をする松原会長 講演をする馳石川県知事

瑠璃光にて集合写真 丸八製茶場にて説明を行う丸谷代表取締役
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年末年始休館のご案内年末年始休館のご案内令和７年度会費納入のお礼
　会員の皆様には、日頃より当所運営につきまし
て、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。11月18
日（火）に口座振替の事業所様のご指定口座より今
年度の会費を振替させていただきました。
　また、口座振替を利用されていない事業所様にも
会費納入を賜りましたこと併せて厚くお礼申し上げ
ます。なお、今後口座振替をご希望の方は、ご連絡
ください。

七尾商工会議所　総務課
TEL  0767-54-8888

七尾産業福祉センター（七尾商工会議所）は

12月27日（土）～１月４日（日）まで
休館させていただきますので、

よろしくお願いいたします。

七尾商工会議所は、令和８年４月１日付採用の職員（中途・新卒）を募集しています。

■応募期間　令和８年１月30日（金）まで
　応募方法など詳細は、ホームページまたはQRコードからご覧ください。

七尾商工会議所職員募集のご案内（中途・新卒）

「会議所だより」に広告を載せてみませんか？
貴社の商品やサービスのPRにご利用ください。
「会議所だより」は七尾商工会議所の会員事業所を始め、市内主要施設、他都市
商工会議所に毎月約2000部発行しています。七尾市を中心に貴社の商品やサー
ビスについて幅広く周知したいとお考えの会員の皆様におすすめします。
※発行日は毎月10日前後です。

【お申込・お問合せ】
七尾商工会議所  TEL 0767-54-8888   FAX 0767-54-8811

広告掲載料金（税込）

チラシ折込料金（税込）

1ページ　99,000円
1/2ページ　49,500円
1/4ページ　33,000円

A4サイズ　33,000円
A3サイズ　66,000円


